






























いざ避難！気を付けることは

避難時の服装・注意点など

※ベビーカーでの避難は
 避けましょう。

自宅から避難するときに注意すること

リュック
・ 両手が使えるように
・ はぐれた場合も想定して、
　子どもにも持たせましょう

長袖、長ズボン、帽子
・ けが防止のために

スニーカー
・ 浸水被害の場合
　長靴厳禁

暑さ
対策

●衣服
風通しがよく、乾きやす
い素材

●タオル
濡らして首や手足の付け
根を冷やすと効果的！

寒さ
対策

●上着
風を通さないもの

●新聞紙
もみほぐして、服の中に
入れたり、毛布に重ねて、
保温シート代わりに

電気のブレーカー
を落とす（         ）（       ）ガスや水道の

元栓を閉める（         ）カーテンを閉めて
カギをしめる

避難所での
マナーやルール

ペット避難
について

子どもたちにも

しっかり説明して

あげましょう。

避難所では、互いの
プライバシーに配慮
し、マナーやルールを
　守りましょう！

1413

避難所生活～多様なニーズを尊重し、
みんなで支えあう避難所～Chapter4

気を付けよう！避難所生活の留意点

●飲酒 ●喫煙
●ゲーム機や携帯電話
●消灯時間 ●物資配給
●ゴミ出し　など

八代市内のすべての避難所で、ペットの「同行避難」が
できますが、いざというとき、あなたの家族とペットが
安全に避難生活するためには、心構えと日頃からの備
えが大切です。

ペット同行避難とは？ 災害発生時に、飼い主がペットを同行し、避難所ま
で安全に避難する「行動」のこと。 ※避難所の同室でペットを飼養すること（同伴
避難）ではありません。

家族みんなの心構えと備え
●家族間の連絡方法、集合場所
●非常持ち出し袋等、備蓄品の保管場所と中身の確認
●ペットをどう守り、避難させるか
●飼い主が留守中の災害の時の対処方法
　などを家族で話し合い、いざというときに備えておきましょう。

ペットのための災害時の備蓄品
優先順位１　ペットの命や健康に係るもの

療養食、薬、フード、水（少なくとも5日分）、予備の首輪、リード（伸び
ないもの）、キャリーバッグ、ケージ

優先順位2　ペットの情報を記録したもの
ワクチン接種状況、既往歴、健康状態、かかりつけの動物病院など
の情報、ペットの写真
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覚えておこう！避難所運営の知識 妊娠中・乳幼児を
お連れの方…
必要に応じて休養スペースの確保など
の配慮も相談してみるとよいでしょう。
乳児へのミルクを与える際は哺乳瓶や
お湯の衛生管理を確認しましょう。　

ちょっとした

気遣いで

安全・安心な

避難所に！

様々 な立場の人たちへ
の配慮も…
いろいろな国籍や文化、宗教の人が
共に日常生活を送ることになります。
違いを尊重するように心がけましょ
う。

混乱に乗じたDVや性被害の
事案が発生しています。

声を上げにくい問題だけに、
「知っておく」 「関心を持つ」
「未然に防ぐ」「相談する」
ことが大切です。

こうした被害を防止するためには、
「なるべく複数で行動する」
「声を掛け合う」
など、住民同士が協力し、
助け合うことが必要です。

過去の
　避難所では…

1615

高齢者や肢体不自由な方…
トイレや出入り口近くに、居住スペースを設置する配慮も必要です。

居住スペース居住スペース

受付

キッズスペ ース授乳室授乳室女性更衣室

洗濯物干場
（女性用）

男性更衣室

運営本部
連絡掲示板

女
性
ト
イ
レ 安

否
情
報
掲
示
板

出
入
口

洗
濯
物
干
場

（
男
性
用
）

男
性
ト
イ
レ

物資スペース

居住スペース居住スペース

下着や生理用品などは、
女性が配布できる体制を。

女性用と表示し、外か
ら見えないようにす
ると安心。

明るい照明やパト
ロールなどで、安
全・安心な環境を
作りましょう。

ホイッスルや防犯
ブザーを設置

貴重品は各人が責
任をもって管理。

外国人の避難者用に、多国
語でのお知らせも必要。
(翻訳アプリを活用)

みんなで互いに協力し
合いましょう。

男女それぞれの
リーダーを配置。

通路の幅は広めに
確保。

大人の目の届くところに
子どもたちのスペースが
あると安心。

更衣室、授乳室など
は間仕切りを。

［参考レイアウト］
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災害用伝言ダイヤル（171）
震度6弱以上の地震などの発生により電話がつながりにくくなったときに利用できる
伝言ダイヤルです。音声ガイダンスに従い、落ち着いて利用しましょう。

伝言の録音
①「171」にダイヤル
②「1」を押す
③自宅の電話番号を
　市外局番からダイヤル
④「1」「＃」を押す
⑤録音する（30秒以内）
⑥「9」「＃」を押す

各社のWebサイトトップ画面又は
アプリ画面からアクセス
【伝言の登録】
「登録」⇒「メッセージ」⇒「登録」
【伝言の確認】
「確認」⇒「電話番号」⇒「検索」

伝言の再生
①「171」にダイヤル
②「2」を押す
③相手先の電話番号を
　市外局番からダイヤル
④「1」「＃」を押す
⑤再生する

　　　　　　災害用伝言板

近隣の避難所や避難経路
などを確認しましょう。

災害情報ダイヤル

防災マップを確認

避難所を確認

電話応答サービス

☎050-5526-7375

八代広域行政事務組合消防本部で
は、火災や救助など管内で発生して
いる災害情報を電話でお知らせして
います。

☎0800-200-3348
（通話料無料）

屋外拡声器（屋外スピーカー）で
放送した内容を電話で聞き直すこと
ができます。（24時間以内）

災害の種類や地震の規模
によって開設する避難所の
場所や数が変わります。

詳しくは、
「災害用伝言版の利用方法」

を確認

《ミニブックについてのお問い合わせ先》

八代市総務企画部
危機管理課

☎0965-33-4112
八代市市民環境部

人権政策課 
男女共同参画推進室
☎0965-30-1701

携帯電話・
スマートフォン


